











































































































































































































































目の行間に記されており、異本対照作業によって追記された当時 おいては、周辺のいずれかの注記に寄り添うように記されていたものと思われるが、その後、写本自体が転写 た際に 転写者によって、⑧「スイ」が
2行目と
3行















































































































































































































































































































1］ ）のは、 「ヌ」字に問題があるという意ではなく、 「ヌ」字以下の記述に




















































































































































































































































































































































































































































































































されていることから、 「カ」は清音であることがわかる。それからすれば、の「カ」は格助詞や接続助詞ではなく、係助詞、副助詞 終助詞 いずれかであり、疑問、もしくは詠嘆の意を表すためのも ることが予想され 。
　
改編本系の名義抄において、おそらくは、転写者が底本の記述に何らかの疑




















































































































































































































































判断できないことからすれば、第四案として、例えば、 「汚れ」として、二つの「丶」が先に記されて た ころへ、偶然、 「
」字が重なってしまったということも考えら













































の終筆部となる部分が、 わずかに見えているように思わ る」としたも 、 草川氏は、濁声点の一 考えられたのかもしれないが、 『ハ』字
1画目《
》の下部であれば、























上声の朱点らしい「・」が一つ記されてい ようにも見え 、やや色が薄く、モノクロ印刷 複製本としては、裏面の墨が滲んで、当該頁に てしまっているように見えなくもなく、判然 ない。声点が 載されて るかどうかが明確でないとことから、本稿の資料Ｂ
─
44では、 「ヌ」 、 「カ」の左側には何も付記しないこととした。望












































14） の 『五本対照類聚名義抄和訓集成』 における、




































































》において、 その「横画」の運筆が相対的に短く、 左払いが縦長に見えるのは、 『ス』



















































の例が管見に入った。動詞の連体形に下接する例は見られないが、観智院本・高山寺本の「カヒノ音也」などのように名詞に下接 る。また、参考までに、カタカナ 『ヤ』を『カ』に誤記した例として、 （
14）の『五本対







































































































































































































































































































味不明となるの 、 〈ａ〉案は不可と る。
資料B−52
